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第 9 回 Asia Conference on Kinesiology 2018 に参加して
加藤　尊 *1
　第 9 回 Asia Conference on Kinesiology 2018 が、11 月 2 日から 5 日まで National Taiwan University of 
Sport in Taichung，台湾にて開催された。今回は、「Middle-aged postmenopausal women have different 






い場所にホテルを取って歩いて通った。駅から 12~3 分でホテル、また、ホテルから台中公園までが 8~9 分、
台中公園から大学までが 7 〜 8 分であったろうか。ゆっくりと歩いても 20 分前後で到着するような距離で
















































英語表記は、Nippon College of Physical Education が、
Nippon Sport Science University となっている。ちなみ
に国立台湾体育運動大学は、英語表記であれば National Taiwan University of Sport となる。
　良く、日本は成熟した社会という話を聞くが、一方でシンガポール、マレーシアでも感じた若さというか、
躍動感がこの台湾の地にもあるよう思う。鉄道を新たに造り空港との間を結びアジアのハブ空港化を目指す
一方で、鉄道の周りに新しい街を造っていく。まさ
に、かつて日本でも進めてきたような政策を今、着々
と進めているように感じる。ちなみに、この学会が
開催された 3 週間ほど前に起きた電車の脱線事故、
死者も出る大惨事であったが、あれは台湾の東側の
かなり曲線の厳しい路線であり、台湾鉄道である。
台北と台中は新幹線で結ばれており、こちらの方は
台湾高鉄で線路自体のカーブの R は遥かに大きく緩
いのではないかと思った。時速は 300㎞時程度で走
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行していた。全くの日本から輸入された新幹線であり、非常に見慣れたものであり、快適であった。
　短い滞在ではあったが、日本で一度お会いしたことのある黄先生と連絡が取れ（渡台の 2 日前に連絡し、
急遽、お時間頂いた）、大変に急で申し訳なかったのであるが、ご家族も含めご一緒にお食事をする機会を
得た。台湾でも少子高齢化の減少は大変急激に進んでおり、大学教員の立場として考えると、ある意味日本
よりも深刻な状況にあるとのことであった。現在は台湾の私立大学である銘伝大学にお勤めである。元々女
子大であったとのことであるが、現在は男女共学の総合大学である。台北と桃園の 2 か所にキャンパスを
構えており、台北のキャンパスはかつて世界の 10 大ホテルの一つと謳われた圓山大飯店の正に裏手に位置
している。このことからも分かるように、当時の政権と密接な関係を持っていたというような説明をして頂
いた。
　時間の関係上、台湾の事実上の代表チームである新体操部の新しい演技を見ることは出来なかった（場所
が分からずに途中で断念した。その日の夕方に中京大学の桜井伸二先生より写真が送られてきた）のが、少々
の心残りである。このような場所に来ないと出会えない人、研究者はいるのであるな、と 7 月に続き実感
をした次第である。また、何とか現在行っている研究拡大の可能性を模索し、形にしていきたいとつくづく
実感した今回の学会であった。
